
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
２０℃におけるＳＦＩが１５以上である原料油脂を 静置晶析 、

固液分離する油脂の乾式分別法において、
静置晶析する油脂を静置晶析の冷媒温度より

高い温度以下に予備冷却することを特徴とする分別法。
【請求項２】

【請求項３】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、油脂、特にラウリン系油脂の乾式分別法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ＳＦＩ（固体脂含有率）の高い油脂は高融点画分及び低融点画分に分別して有効利用され
るが、概して高融点画分は低融点画分より高価である。例えば、パーム核油（ＰＫＯ）を
分別して得られる高融点画分（ＰＫＳ）及び、低融点画分（ＰＫＬ）とではＰＫＳは、Ｃ
ＢＳ（カカオバター代用脂）の原料等として有用であるため、市場価値が高い一方、ＰＫ
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トレイにて した後 トレイよ
り取出した油脂を 固液分離した低融点画分をリ
サイクルして原料油脂に混合するとともに、
１℃

原料油脂がラウリン系油脂である請求項１記載の分別法。

混合油中の低融点画分が３０重量％以上である請求項１記載の分別法。



Ｌは分別前のＰＫＯよりも価格が安いのが実状である。従って、ＳＦＩの高い油脂の分別
においては、いかに効率的に高融点画分の収率を高めるかが課題となることが多い。
【０００３】
現在、マレー半島におけるパーム核油の分別法は、ＰＫＯを２７℃程度まで予備冷却し、
多数のトレイに注油して１８℃～２１℃で１０時間程度静置晶析した後、濾布でラッピン
グして圧濾（油圧プレス）により固液分離する方法が代表的である（”ＳＰＥＣＩＡＬＩ
ＴＹ　ＦＡＴＳ　ＶＥＲＳＵＳ　ＣＯＣＯＡ　ＢＵＴＴＥＲ”　Ｂｙ　Ｗｏｎｇ　Ｓｏｏ
ｎ　１９９１）。以下、この方法を既存法という。
【０００４】
既存法において、ＰＫＳ収率を上げるためには静置晶析を十分に行い結晶析出量を多くす
ることが必要であるが、反面、濾過（固液分離）が次第に困難になり、良好な品質の結晶
を回収するには長時間且つ高圧を作用させて圧搾することが求められるため、一定の限度
がある。従って、既存法はＰＫＳ収率を上げることよりも寧ろ以下に示すような労働集約
型工程に伴う問題の改良に注力されている。
【０００５】
すなわち、この方法は設備費が安くすむこともあって広く採用されているが、静置晶析工
程に多数のトレイ（ＰＫＯ処理量１００ｔ／日の設備では、１万～２万個にも及ぶといわ
れる。）を用い、広い室内に放置（棚に載置する）だけの簡単なものであるため、どうし
ても各トレイの晶析温度が不均一となること、及び晶析温度や晶析時間の管理が困難であ
るため、製品の品質にばらつきが生じやすいという問題がある。また、高圧を作用させる
ために濾布が傷みやすいことも大きな欠点である。
【０００６】
また、静置晶析から圧濾工程までをより詳細に考察すると、晶析完了した固状（半可塑性
）の油脂をトレイから外し、１つ１つを濾布でラッピングする工程、圧濾装置まで運搬し
圧濾装置の中に積層する工程が必要であるが、各工程は自動化が困難であり多くの労働力
を要する。実際、ＰＫＯ処理量１００ｔ／日の設備では７０～８０人の要員が必要である
と言われており、もはや余程安価な労働力を得られる地域でなければ経済的に成り立たな
い。
【０００７】
晶析後の油脂の移送を配管によって行うことができれば、フィルタープレスへの圧入、濾
過が可能になるので油圧プレスの代わりにフィルタープレスを採用することが可能である
。フィルタープレスを使用すれば、濾布でラッピングする工程、圧濾装置（油圧プレス）
の中に積層する等という労働集約型の工程を省略することができるため、一部で試行され
始めている。しかし、晶析後の油脂を解砕しても十分な流動性を有するスラリーが得られ
ず、配管で輸送することが困難なため、現実には結晶量の生成を抑え流動性を確保せざる
をえない。すなわち、ＰＫＳ収率を犠牲にして省力化を行いつつあるのが現状である。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
そこで、本発明者はかかる問題点に鑑み、ＰＫＳ収率を犠牲にすることなくフィルタープ
レスを採用する大幅に省力化された油脂の乾式分別法を確立することを目的とした。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、省力化及び分別製品の品質の安定化のためには、固液分離工程におけるフィ
ルタープレスの導入が不可欠と考え、鋭意検討の結果、分別低融点画分の一定量以上をリ
サイクルして原料油脂と混合することにより、静置晶析において十分な結晶量を確保して
もスラリー化が可能となるばかりか意外にも従来の既存法以上の収率を得られること、及
び、このことにより予備冷却温度を晶析温度の近傍まで冷却できる結果、晶析時間を飛躍
的に短縮できるとの知見を得、本発明を完成するに至った。
【００１０】
すなわち、本発明は２０℃におけるＳＦＩが１５以上である原料油脂を冷媒を用いて静置
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晶析、固液分離する油脂の乾式分別法において、静置晶析する油脂を静置晶析の冷媒温度
よりも３℃高い温度以下に予備冷却することを骨子とする油脂の乾式分別法である。
【００１１】
〔原料油脂〕本発明における原料油脂は２０℃におけるＳＦＩの高い油脂とりわけ２０℃
におけるＳＦＩが２０以上、最適には３０以上の油脂が適しており、ラウリン系油脂や、
硬化油脂が例示される。ラウリン系油脂の典型例はパーム核油（ＰＫＯ）である。この原
料油脂と低融点画分を混合するのが良く、分別工程で生成する低融点画分をリサイクルす
ることができる。好ましい低融点画分の混合量は、混合油脂の重量に対して３０％以上、
より好ましくは４５％以上である。混合量が３０％未満では後述するスラリー化がうまく
行えず、本発明の効果に乏しくなる。低融点画分の混合量に技術面の上限はないが、著し
く高いと（例えば７０％を越える量）処理量増加に伴う設備費の上昇を招くので好ましく
ない。
【００１２】
尚、原料油に液状油をリサイクルする技術は、特開昭６０－１０８４９８に記載されてい
るが、これは低ＳＦＩの油脂から収率よく液状油を製造する技術であり、固体脂の収率を
問題とする本発明の思想とは全く相違するものである。
【００１３】
〔予備冷却〕原料油脂は、ウインタリングを防止するため、通常４０℃以上でタンクに保
管されている。これを、熱交換器等を用いて予備冷却する。熱交換器は公知のものを使用
することができるが、静置晶析の冷媒温度よりも３℃高い温度以下、好ましくは１℃高い
温度以下、より好ましくは静置晶析温度に等しい温度以下、さらに好ましくは静置晶析温
度よりも１℃低い温度以下まで冷却する。予備冷却では明確な結晶析出が起こらない通常
静置晶析温度より５℃低い温度以上で比較的短時間に冷却するのが好ましい。
【００１４】
尚、予備冷却温度を上記のように低い温度にするためには、分別低融点画分のリサイクル
が事実上必要である。リサイクルを行わない場合は、結晶化成分の濃度が高いために連続
処理の経過とともに熱交換器中において結晶成長による閉塞を生じ易くなり、安定な冷却
操作が難しい。
【００１５】
〔静置晶析〕予備冷却した原料油をトレイに注ぎ、静置晶析を行う。注油は短時間で行う
のが好ましい。例えば、トレイを配架する多段棚の格段に注油管を設け、複数のトレイへ
の注油を同時に行うことによって注油時間の短縮が可能である。１本の注油管により複数
のトレイに順次注油する方法（最上段のトレイに注油しつつ、上段トレイからの溢れによ
って油脂を順次、次の下段のトレイに送る方法が既存法で採用されている。）では時間を
要するため途中で晶析が起こり注油自体が困難になる。
【００１６】
注油完了後、１８℃～２１℃程度の冷媒を用いて静置晶析を行うが、多段棚に配架したト
レイ側面より一定の温度に調整したエアーを送風して行うことにより、そのまま静置晶析
を行う場合よりも安定した晶析を行うことができる。冷媒は、エアーに限定されるもので
はないが、特に液体の冷媒を用いる場合は、熱伝導度が大きいため、より精密な温度制御
が必要となる。また、後述するように晶析時間を短縮できる結果、トレイをコンベアーに
載置する連続的晶析を行ってもそれほど大規模な設備を必要としない。
【００１７】
静置晶析は、ＰＫＯの分別においては低融点画分の沃素価が２３程度以上になるまで行う
。沃素価が２５以上になるまで晶析を行っても後の解砕によるスラリー化が可能であるた
め、高いＰＫＳ収率を得ることができる。晶析時間は、既存法で一般に１０時間程度であ
るのに対して、本発明における晶析時間は通常４～６時間程度に短縮することができる。
液体成分が多い系であるため対流による結晶熱の放出効率が向上すること、及び予備冷却
温度が低いことによる結晶核の早期生成が相乗的に作用するからと考えられる。
【００１８】
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〔解砕〕トレイから、油脂を取り出しクラッシャーに通す。クラッシャーを通過した油脂
は流動性を有し（スラリー）、配管によって圧搾工程へ送ることができる。解砕は特開平
２－１４２９０号に記載されている方法など公知の方法で行うことができる。
【００１９】
〔圧搾、固液分離〕固液分離方法は、公知の方法を採用することができるが、前述のよう
に油脂はスラリー化しているため、配管で輸送することができ、高能率で自動化に有利な
フィルタープレスを用いることができる。尚、低融点画分を原料油にリサイクルするため
処理量はその分増大するが、低融点画分は液体成分であるため濾布を容易に通過し、処理
時間には殆ど影響を与えない。
【００２０】
固液分離工程によって原料油脂は高融点画分と低融点画分に分別される。高融点画分の収
率は既存法よりも高く、かつ、品質も同等以上のものを得ることができる。
【００２１】
【実施例】
以下の実施例及び比較例において％は重量基準を表す。
〔実施例１〕
４０℃まで加熱したＲＢＤ－ＰＫＯ（２０℃におけるＳＦＩ＝３９）７５リットルをジャ
ケット付予備冷却器に投入し、１４℃の冷水を通水して２１℃まで撹拌冷却した後、１０
０ｃｍ（Ｌ）×１５０ｃｍ（Ｗ）×８ｃｍ（Ｈ）のステンレス製トレイに液深　５０ｍｍ
まで張込んだ。２１℃の冷風を３ｍ／ｓでトレイの上下面に供給して４時間強制冷却を行
った後、固化した油を解砕してスラリー化したうえで濾室厚１５ｍｍのフィルタープレス
に圧入した。最大３０Ｋｇ／ｃｍ２で３０分間圧搾して固液分離を行った後、ＰＫＳとＰ
ＫＬの沃素価の分析を行った結果、それぞれ、６．９８、２２．７であった（表１）。収
率が２９．９と低かったので、上記と同様の処理を晶析時間を６時間にして実施した結果
、収率は３３．１に向上した。しかし、スラリーの流動性は低く、なんとかフィルタープ
レスは使えたものの、工業的スケールでフィルタープレスを利用して操作することは困難
であると思われる。
【００２２】
〔実施例２〕
４０℃まで加熱したＲＢＤ－ＰＫＯ　４８．８リットルとＰＫＬ　２６．２リットルを混
合してジャケット付予備冷却器に投入し、１４℃の冷水を通水して２１℃まで撹拌冷却し
た後、実施例１と同様の操作を行った結果を表１に示す。
【００２３】
〔実施例３、比較例３〕
予備冷却温度の違いによる比較を行った。すなわち、４０℃まで加熱したＲＢＤ－ＰＫＯ
　３７．５リットルとＰＫＬ　３７．５リットルを混合してジャケット付予備冷却器に投
入し、１４℃の冷水を通水し、それぞれ２０℃、２２℃、２４℃、２７℃まで撹拌冷却し
た後、実施例１と同様の操作を行った結果、ＰＫＳの沃素価はそれぞれ６．５２、６．５
１、６．５５、７．５２、ＰＫＬの沃素価はそれぞれ２６．６、２５．２、２５．５、２
４．６であった。（表２）。予備冷却温度が低いほど晶析時間を短縮できることがわかる
。
【００２４】
〔実施例４〕
液体部混合比を７０％にして実施例１と同様の操作を行った。結果を表１に示す。尚、参
考値として既存法による値（当社推測）を同表に示す。
【００２５】
〔効果〕
低融点画分をリサイクルすること及び予備冷却温度を低くすることによって、フィルター
プレスの採用による省力化が可能で、品質の安定化した製品を得ることができる。しかも
、ＰＫＳ収率を従来法以上に向上させることが可能となる。
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【００２６】
【表１】
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